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音楽療法における高齢者の応答の定量的画像解析
Quantitative Imaging Analysis of Responses of Elderly Participants

during Music Therapy

森川　泉　MORIKAWA Izumi
（芸術学部）

【要旨】
　背景と目的：音楽療法は様々な疾患や機能障害を対象として国内外で広く実施されている非薬
物療法である。しかし、音楽療法の効果に対する科学的分析とこれまで示されているエビデンス
は十分とは言えない。本研究では、音楽療法の効果をより具体的に示すために、認知症を有する
高齢者の音楽療法中に撮影した動画を解析し音楽療法への応答や変化を、これまでの評価指数と
ともに明らかにした。
　方法：高齢者施設入所中の認知症を有する高齢者に行った音楽療法への21名の参加者を対象と
した。音楽療法の参加状況をビデオ動画に撮影し、動画解析ソフトを用いて参加者の頭部の運動、
参加者相互の運動連関を計測した。また、毎回の音楽療法活動への参加状況は音楽療法参加状況
チェックシート（MAMT）を用いた。
　結果：音楽療法中の遠景を動画撮影し、得られた動画による運動解析が可能であった。体部位
の運動検出、不随意運動の変化、参加者相互の運動の同期などを解析し数値化することができた。
また、６回の音楽療法によりMAMT点数の増加とともに運動解析による変化も観察された。
　考察：音楽療法への応答表出は主として身体の動きによってなされることから、身体運動解析
によって参加者の変化や音楽療法の効果を検出することは有用であると考えらえた。近年の情報
分析技術の進歩により、これまで評価が難しかった音楽療法の効果や参加者の変化を視覚化して
呈示できる可能性が示唆された。

【キーワード】
音楽療法　動作解析　MAMT

Ⅰ．はじめに
　我が国における認知症を有する高齢者への音楽療法は、施設等での集団音楽療法として

実施されることが多い。音楽療法は、施設によって週あるいは月単位の定期的なスケ

ジュールで行われ、施設利用者の参加希望によって歌う、楽器を演奏する、体を動かす等

の活動を行う能動的音楽療法が多く行われている。

　認知症高齢者に対する集団音楽療法の効果については、日本の音楽療法固有の評価

表1）2）3）4）やフェイススケール5）、あるいは認知機能評価 Mini-Mental State Examination

（MMSE）5）、改定長谷川式簡易知能評価スケール（HSD-R）5）、気分評価（Profile of Mood 

States, POMS）5）を用いた報告がある。また集団の中の個人に焦点を当てた症例報告やセッ

ション自体に焦点を当てたセッションレポートもある。

　一方、近年では海外において認知症高齢者に対する音楽療法の効果に関するシステマ

ティックレビューが盛んに行われ6）7）8）9）、行動・心理症状（BPSD）の減少及び認知機能

の維持改善が報告されている。しかしいずれのレビューにおいても介入のあいまいさや定

量的計測手法の問題により研究の質の改善が求められている。

　音楽療法では集団セッションの形態であっても、参加者一人一人に対して個別の目的を
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持ちプログラムを遂行する。音楽療法中には参加者個々にわずかではあっても様々な変化

が生じている。しかし現在それらを直接的に捉えて可視化した報告は少ない。本研究で

は、音楽療法の効果と影響をより具体的に提示するために、集団音楽療法活動における認

知症を有する高齢者の参加状況及び表出される動作に着目し、動作画像解析の手法を用い

て音楽療法の効果の可視化を試みた。

Ⅱ．方法
１．対象

　対象はＡ、B の２箇所の高齢者施設入所中の認知症を有する高齢者21名であった。Ａ

施設の参加者は女性10名、平均年齢85.5±9.8歳であり、Ｂ施設の参加者は女性11名、平

均年齢88.4±8.6歳であった。Ａ施設の車椅子使用者は７名、日常生活自立度はⅠが１名、

Ⅲa が４名、Ⅲb が３名、Ｍが１名であり、Ｂ施設では、車椅子使用者は８名、日常生活

自立度はⅡb が１名、Ⅲa が１名、Ⅲb が６名、Ⅳが２名であった。倫理的配慮として、

すべての参加者、及び家族などの身元保証人に対して研究内容の説明を行い、文書にて研

究参加の同意を得た。

２．音楽療法

　音楽療法は、施設内の共同スペースにて、週１回、同一曜日に約45分間の集団セッショ

ンを計６回、日本音楽療法学会認定音楽療法士２名と施設側スタッフ１～２名で行った。

セッションの目的は、記憶の賦活、活動性の向上、気分の発散、他者との交流、新しい曲

や楽器への挑戦とした。

　セッションプログラムは、始まりの歌、から身体パッティングや楽器を用いてリズム表

出を促す身体運動表出活動、唱歌、歌謡曲の歌唱活動、楽器を用いた楽器活動、終わりの

歌で構成した。セッションの構成を表１に示す。プログラムの特徴として、なじみの曲を

用いて活動を行い、毎回のセッションに曲調の明暗、歌詞カードや絵カードによる視覚的

な刺激、楽器等の触覚刺激、提示曲のスピードの変化などを取り入れて、聴覚・視覚・体

性感覚、情緒及び時間の感覚に働きかけた。

表１．セッション構成（45分）

始
ま
り
の
歌

身体活動 季節の歌 楽器活動
（タイコ）

（ベル、トーン
チャイム）

歌謡曲の
歌唱

楽器活動
（ツリーチャイム）

終
わ
り
の
歌

３．音楽療法記録及び解析

　音楽療法活動中の参加者を左右に設置した高解像度アクションカメラにより、上前方か

ら記録を行った。また毎回セッションにおいて観察された各参加者の音楽療法活動への参
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加状況を音楽療法参加状況チェックシート（MAMT）（資料添付）にて記録した。

MAMT は音楽療法セッション中の参加者の参加状況を把握するチェックシートである。

満点は30点であり、点数が高いほど音楽療法中の援助の必要が少なく、点数が低いほど

援助無しで音楽療法に参加することが難しいことが示される10）。

　音楽療法活動中の参加者の動きについては、撮影した動画について動画解析ソフトを用

いて解析した。使用するソフト Kinovea は当初スポーツ分野で開発された動画解析ソフ

トの一つである。この画像解析ソフトはその汎用性から様々な分野で応用されており、特

殊な機器を必要とせず、通常の固定ビデオ映像から解析することが可能である。

Ⅲ．結果
１．音楽療法参加中の動画解析による定量的観察の結果

　撮影した動画について参加者の頭部の動きを解析した結果、参加者の動きは図１のよう

に示され、動作の様子をグラフ化し、可視化することができた。

図１．左：解析動画。呈示はモザイク化したもので解析には原画を用いた。
　　右：動画解析による参加者の頭部の動き（スピード）の時間経過。

２．無動が多い参加者Ｃ氏と参加度がわかりやすいＤ氏、Ｅ氏の定量的観察と解析結果

　無動が多く、うつむいていて参加度が把握しにくい参加者Ｃ氏（MAMT 平均点数７点、

85歳）と比較的参加度がわかりやすいＤ氏（MAMT 平均点数20点、85歳）Ｅ氏（MAMT

平均点数23点、93歳）の動きを解析した結果、音楽療法参加中のＤ氏 E 氏では、動きのタ

イミングの一致が見られ、２名の運動速度には相関が見られた（Fisher’s z transformation、

p＜0.0001、r＝0.152）（図２）。さらに無動が多いＣ氏と比較的参加度が高いＤ氏の動きが

同期していたことが明らかとなった（Fisher’s z transformation、p＜0.0001、r＝0.103）

（図３）。
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図２．左図：Ｄ氏（上段）、Ｅ氏（下段）の動作と２氏の運動タイミングの相関（右図）。
左図でも運動の一致が見られる。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図３．左図：Ｃ氏（上段）、Ｄ氏（下段）の動作と２氏の運動タイミングの相関（右図）。
　　　　　左図では運動の一致は明らかではないものの、相関分析により高い相関が検出された。
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３．動画解析における参加者の変化の検出

　Ｆ氏（MAMT 平均点数は18点、70歳）は簡単な意志の疎通は可能であるが、活動に集

中していない際には両手を組んで小刻みに振るという不随意な運動が見られた。初回セッ

ションでは、名前を呼びかける歌の際にも手を握り上下に振る運動が止まらなかったが、

６回目には名前を呼びかける歌の活動中において、手の動きを止め聴き入っている様子が

見られた（図４）。またＦ氏は回数を追うごとに唱歌を歌唱する、楽器を鳴らす、笑顔を

表出する等、変化があり、連続した５回のセッションについての MAMT 点数の向上が見

られた（図５：MAMT 点数は、Ａ施設において６回目のセッションが１ヶ月後となった

ため、連続した５回のセッションについて集計した）。

４．参加状況の観察

4．1．連続５回のセッションにおいてリクエストされた同一曲のＧ氏の歌唱の変化について

　Ｇ氏はセッション初回参加時には周囲に同調しない自己の速いテンポでの歌唱を繰り返

したが、セッション回数を重ねるにつれて、テンポの修正と音楽への同調が可能となって

いった。Ｇ氏は毎回のセッションにおいて「高校三年生」をリクエストされたため、セッ
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図４． Ｆ氏の初回（１回目）のセッションと６回目セッションでの活動中の動作の変化。６回
目には、名前の歌いかけ「○○（名前）さーん」（グラフ黒線部）に動きを止めている。

音楽療法における高齢者の応答の定量的画像解析

ション５回を通して歌唱を行った結果、テンポの保持と間の取り方の修正が良くなって

いったことが観察された。セッション２回３回では、副セラピストが正しいテンポを肩に

入力する、現在歌っている歌詞上の箇所を指で示すなどをして介入を行ったが、セッショ

ン５回では、１番では歌う速度が速くなったものの、２番の歌唱に入る際には、介入なし

でテンポと間の取り方の修正ができていた。MAMT 点数の向上が見られた（図５）。

4．2．発声が無く、楽器を持つのを断っていたＨ氏の観察

　初回セッションでは、Ｈ氏には発声が無く、リズム楽器を持つことを断る、歌詞を受け

取るなり返すなどが見られたが、一方で音楽に合わせて手や足を動かしてリズムを表出し

ていた。セッションを重ねるうちに、「リンゴの唄」を発声しながら歌う、笑顔を表出す

る、リズム楽器、ツリーチャイムを鳴らすなど、演奏する際に自由度の高い楽器は参加す

るようになった。セッション参加状況の結果として MAMT 点数の向上が見られた（図

５）。

4．3．意欲の少ない様子で参加していたＩ氏のツリーチャイム演奏の観察

　セッション３回目までは、表情の動きがなく、意欲が少ない様子で静かに参加していた

Ｉ氏であったが、セッション４回目以降は、セッション参加の際の表情が柔和になり、ベ

ルの活動において笑顔を見せるなど、表情に変化が見られた。同時に音楽療法士の演奏す

るキーボードの曲に合わせて、情緒的な音でツリーチャイムを演奏する、などが見られる

ようになった。セッション参加状況の結果として MAMT 点数が向上した（図５）。
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図５． Ｆ氏、Ｇ氏、Ｈ氏、Ｉ氏のセッション１回から５回までのMAMT点数
の推移。音楽療法中の行動が顕著に変化した４名。
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Ⅳ．考察
　近年、情報解析技術の進歩により、各種の動画を解析した事物の検出や同定が盛んに行

われている。理学療法における運動機能などで画像解析が用いられることはあるもの11）

の、音楽療法領域における効果の観察は、実施者の観察や質問紙表による参加者の回答に

よる評価によるものがほとんどである。本研究では、音楽療法における効果のひとつであ

る参加者の「表出」を観察する方法としての動画解析を行った。

　運動解析については記録機器および解析方法は既に確立された技術であるため、音楽療

法における応用実施方法が問題となる。音楽療法の対象となる認知症を有する高齢者の場

合、いわゆる「測定」といった環境設定は好ましくない。施設の日常活動として実施され

る音楽療法にいつものように参加する状況で可能な測定観察が必要である。本研究で用い

た動画解析法は対象者の体にマーカーや測定子機を設置する必要はなく、記録された通常

の動画によって解析が可能である。本研究においても、音楽療法実施中の参加者の様子を

遠景から撮影することで解析が可能であり、参加者個別の運動については動画を拡大分析

することで観察ができた。

　運動の観察部位としては、手など楽器活動を直接行う身体部位の動きを見ることもでき

たが、頭部の動きの観察でもリズムや歌唱などで生じる活動性を観察することが可能で

あった。図２および３に示されるように、音楽療法の活動によって参加者間の動きが連動

していた、すなわち複数の参加者が音楽を共有して参加していた、ことも明らかにされ

た。参加者の動きは肉眼的には小さいので、大きな動きや表情の変化が見られない場合に

は、このような参加者の反応を音楽療法士が把握することは難しい。音楽療法中の応答が

乏しく音楽療法の効果が明らかではなかった事例でも、詳細な画像応答を見ることで効果

を明らかにすることができる例もあるものと考える。
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　動画解析による体動や応答の解析により、音楽療法の効果や変化をより視覚的に呈示で

きた。図４に示される例は、不随意運動が持続する参加者であったが、音楽療法中の呼び

かけに対する応答が良好となった場合には不随意運動の一時的消失が見られた。応答の変

化を記述することも可能ではあるが、画像解析により応答の経時的変化とその程度の全体

を視覚的に把握することが可能であった。

　このような画像解析結果を、質問紙による回答や音楽療法士の観察記録の情報と統合す

ることで、音楽療法によって参加者にどのような変化が生じているのかをより明確に呈示

することができるものと考える。

　音楽療法参加者において、セッション回数を重ねることで、音楽を聴きながら自分の歌

唱テンポを修正する、活動参加を拒否していた参加者が楽しみながら活動する、無表情で

あった参加者が、表情で感情を表出する、自分の感情を表出するように演奏する等の変化

が見られた。これらの変化は音楽療法活動への参加状況を示す MAMT 点数の増加に表れ

ていた。MAMT など参加者の総体的な指数は、セッション反復による変化や長い時間経

過での観察に有効である。一方、本研究の結果より、毎回のセッションで何がおきていた

か、を定量的に明示する方法としての画像解析は有効な方法と考えられた。

　画像解析により、音楽療法士の示す音楽のリズムや楽器演奏と参加者の歌や楽器演奏の

タイミングが合っているか、どれだけスムーズな動きが導出されたか、などを解析するこ

とも可能ではある。しかし、音楽療法は歌唱や楽器演奏の訓練ではなく、うまくできたか

否かを解析することが動画解析の主旨ではない。参加者の応答の変化や音楽療法という場

を参加者が共有しているか、などについて、小さな動きや参加者相互の応答の連関、参加

者全体の応答など、肉眼的に検出が難しい情報を検出するために最新の技術を用いること

は重要である。音楽療法の効果を示すエビデンスは多くはない、推奨グレードが C1（科

学的根拠が少ないが、行うよう勧められる・弱い推奨）12）、とされてきている。しかし、

効果や応答の検出精度や分析手法によってこれまで把握されてきていない参加者の変化が

明らかにされる可能性がある。音楽療法が情緒に働きかけ、参加者個人の全体（総体）の

変化を促すことが強みであることには変わりがなく、その効果への科学的アプローチが続

けられることが今後とも望まれる。

　本研究に実施に関する解決すべき技術的課題としては、測定点を動画中の任意の点が設

定できる一方、測定点の同定と検出がマーカー装着よりも不安定であり、長時間（10分

前後）の連続観察中に測定点のずれが生じたり、測定点の追跡が途切れたりすることが

あった。分割解析等で解決することは可能であるものの検討を要するものと考えられた。
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